
小
説
を
書
く
よ
う
に
な
っ
て
、
文
献
・
資
料
を
集
め
る
調

査
作
業
と
平
行
し
、
取
材
に
で
る
機
会
が
多
く
な
っ
た
。

最
近
は
ネ
ッ
ト
検
索
に
よ
り
、
一
次
情
報
の
文
献
検
索
が

パ
ソ
コ
ン
で
手
軽
に
で
き
る
。
だ
が
、
集
め
た
資
料
や
ネ
ッ

ト
情
報
で
満
足
で
き
な
く
な
る
と
、
描
き
た
い
人
物
が
生
き

た
舞
台
を
、
実
際
に
自
分
の
眼
で
確
か
め
る
た
め
に
現
地
に

赴
い
て
か
ら
執
筆
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

高
校
時
代
の
友
人
か
ら
誘
わ
れ
て
、
取
材
先
を
一
緒
に
歩

き
モ
テ
ィ
ー
フ
を
新
た
に
膨
ら
ま
せ
た
こ
と
も
あ
る
。
取
材

先
か
ら
思
わ
ぬ
紹
介
を
得
て
、
現
地
に
行
っ
て
み
る
こ
と
も

少
な
く
な
い
。
短
編
な
ら
取
材
せ
ず
空
想
を
膨
ら
ま
せ
て
、

ま
と
め
る
こ
と
も
可
能
な
の
だ
が
、
長
編
は
そ
う
は
行
か

な
い
。
執
筆
す
る
際
は
、
綿
密
な
資
料
集
め
と
こ
う
し
た

取
材
活
動
を
再
構
成
す
る
作
業
が
必
須
と
な
る
。

六
月
一
日(

金)

渋
谷
Ｂ
Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
オ
ー
チ
ャ
ー

ド
ホ
ー
ル
最
上
の
三
階
席
、
私
は
家
内
と
二
人
で
い
た
。

目
的
は
、
ザ
・
チ
ー
フ
タ
ン
ズ
の
東
京
公
演
を
聴
く
た

め
で
あ
る
。
座
員
の
一
人
ト
リ
ー
ナ
・
マ
ー
シ
ャ
ル
嬢
の

ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
ハ
ー
プ
を
聴
く
た
め
で
あ
る
。

女
性
は
、
拙
著
「
奇
妙
な
～
」
シ
リ
ー
ズ
の
第
六
弾

「
奇
妙
な
失
踪
者
」(

６
５
０
枚)

の
登
場
人
物
、
琵
琶
奏

者
の
マ
ッ
ク
蘭
星
、
そ
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
ト
ー
マ
ス
・

マ
ー
シ
ャ
ル(

芸
名
蘭
城)

氏
の
妹
さ
ん
な
の
で
あ
る
。

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
の
元
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
奏
者
だ
っ
た

蘭
城
氏
が
、
英
国
の
エ
リ
ー
ト
コ
ー
ス
を
投
げ
出
し
て
、

日
本
の
琵
琶
奏
者
に
何
故
成
っ
た
の
か
？
何
故
日
本
の
伝

統
文
化
の
琵
琶
に
惹
か
れ
た
か
？
そ
し
て
天
蚕
の
絃
に
何

故
固
執
し
た
の
か
？
は
本
に
譲
り
た
い
。
氏
の
イ
ン
タ
ビ

ウ
取
材
は
昨
年
秋
、
群
馬
県
藤
岡
の
喫
茶
店
だ
っ
た
が
、

そ
の
際
妹
が
来
年
六
月
来
日
す
る
と
教
え
て
く
れ
た
。

そ
の
時
は
、
ト
ー
マ
ス
蘭
城
氏
は
、
愛
蘭
の
音
楽
一
家

ア
イ
ル
ラ
ン
ド

に
育
っ
た
の
だ
ろ
う
位
に
し
か
思
わ
な
か
っ
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ウ
取
材
の
場
合
、
便
利
な
小
型
の
Ｉ
Ｃ
レ

コ
ー
ダ
ー
を
何
時
も
持
参
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ア
に
許
可

を
得
て
録
音
さ
せ
て
も
ら
う
。
会
社
勤
め
の
時
代
は
仕
事

で
客
と
面
談
し
て
も
、
簡
単
な
手
帖
メ
モ
書
き
だ
け
で
、

会
社
に
戻
っ
て
か
ら
記
憶
を
頼
り
に
報
告
が
書
け
た
。
今

や
加
齢
に
よ
る
記
憶
力
の
衰
え
は
ど
う
し
よ
う
も
な
く
、

Ｉ
Ｃ
レ
コ
ー
ダ
ー
に
頼
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

妹
さ
ん
は
日
本
・
愛
蘭
外
交
樹
立
五
十
周
年
記
念
行
事

の
一
環
と
し
て
、
ザ
・
チ
ー
フ
タ
ン
ズ
の
メ
ン
バ
ー
の
ハ
ー

プ
奏
者
と
し
て
来
日
。
一
行
は
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
ダ
ン
ス
と

演
奏
の
、
リ
ア
ダ
ン(L

ia
da
n

）
と
い
う
女
性
の
み
の
バ
ン

ド
六
名
、
キ
イ
ボ
ー
ド
、
ス
テ
ッ
プ
・
ダ
ン
ス
を
踊
る
キ
ャ

ラ
＆
ビ
ラ
ッ
キ
兄
弟
、
総
勢
十
数
名
編
成
で
あ
る
。

日
本
人
共
演
者
に
、
和
太
鼓
奏
者
と
し
て
海
外
公
演
も

豊
富
な
林
英
哲
、
奄
美
大
島
出
身
で
節
回
し
に
特
徴
の
あ

る
元
ち
と
せ
が
加
わ
る
と
い
う
豪
華
な
顔
ぶ
れ
で
あ
る
。

ザ
・
チ
ー
フ
タ
ン
ズ(T

he
C
hi
ef
ta
in
s

）
と
い
う
バ
ン

ド
が
、
国
際
的
な
愛
蘭
の
バ
ン
ド
で
あ
る
こ
と
、
妹
さ
ん

が
２
０
０
３
年
か
ら
そ
の
バ
ン
ド
の
ハ
ー
プ
専
属
奏
者
で

あ
る
こ
と
、
琵
琶
奏
者
ト
ー
マ
ス
蘭
城
氏
を
取
材
す
る
ま

で
は
、
私
は
全
く
愛
蘭
情
報
に
疎
か
っ
た
。

バ
ン
ド
は
、
ケ
ル
ト
民
族
の
流
れ
を
汲
み
、
愛
蘭
・
ト

ラ
ッ
ド
・
フ
ォ
ー
ク
の
創
始
者
的
な
存
在
だ
と
音
楽
評
論

家
の
評
価
は
高
い
。
一
年
の
大
半
を
世
界
ツ
ア
ー
に
費
や

し
、
四
十
枚
以
上
の
ア
ル
バ
ム
を
発
表
。
グ
ラ
ミ
ー
賞
六

回
、
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
受
賞
、
六
二
年
結
成
、
今
年
で
四
十

五
周
年
を
迎
え
、
愛
蘭
の
切
手
に
も
な
っ
た
国
宝
級
の
バ

ン
ド
で
、
政
府
か
ら
公
式
音
楽
大
使
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。

来
日
公
演
は
、
六
年
振
り
二
回
目
で
あ
る
と
い
う
。

そ
ん
な
民
族
音
楽
を
奏
で
る
人
気
バ
ン
ド
と
は
露
知
ら

ず
、
チ
ケ
ッ
ト
は
簡
単
に
手
に
入
る
だ
ろ
う
と
た
か
を
括
っ

た
。
東
京
で
の
公
演
は
人
気
沸
騰
し
、
二
回
あ
る
よ
う
だ

が
幸
い
初
日
公
演
の
チ
ケ
ッ
ト
を
や
っ
と
手
に
い
れ
た
。

バ
ン
ド
は
そ
の
後
全
国
七
会
場
を
廻
る
と
い
う
。

公
演
全
席
指
定
一
枚
七
・
八
千
円
。
決
し
て
安
い
チ
ケ
ッ

ト
で
は
な
い
。
一
ヶ
月
前
の
申
込
で
、
入
手
で
き
た
の
は

ホ
ー
ル
最
上
階
の
三
階
席
で
、
天
井
桟
敷
だ
っ
た
。

開
演
は
十
九
時
だ
っ
た
が
、
少
し
遅
れ
て
始
ま
っ
た
。

天
井
桟
敷
か
ら
見
下
ろ
す
よ
う
な
愛
蘭
ミ
ュ
ジ
ッ
ク
の

真
髄
、
歌
有
り
、
ダ
ン
ス
あ
り
、
笑
い
あ
り
の
正
に
興

奮
の
坩
堝
で
あ
る
。
ス
テ
ー
ジ
全
面
の
特
別
の
床
を
蹴

る
ダ
ン
ス
は
凄
か
っ
た
。
熱
狂
し
て
皆
手
拍
子
を
打
つ
。

男
性
の
珍
し
い
楽
器(u

il
le
an
p
ip
e

、t
i
n
w
h
i
s
t
l
e

）
、

タ
ン
ギ
ン
グ
を
連
続
さ
せ
る
フ
ル
ー
ト
の
熱
演
、
一
番
後

方
で
バ
ン
ド
の
リ
ズ
ム
を
支
え
る
打
楽
器(b

od
h
r
a
n
)

に
加

わ
る
日
本
の
和
太
鼓
奏
者
の
腹
を
揺
る
が
す
音
が
、
会
場

を
一
挙
に
押
し
包
む
。
時
に
哀
愁
を
込
め
た
静
寂
、
ハ
ー

プ
と
フ
ィ
ド
ル(

v
i
o
l
i
n
)

、
そ
し
て
笛
の
共
演
。
一
見
ス

テ
ー
ジ
上
の
叔
父
さ
ん
叔
母
さ
ん
に
し
か
見
え
な
い
彼
ら

に
、
楽
器
を
手
に
し
た
途
端
愛
蘭
魂
が
乗
移
っ
て
い
た
。

ザ
・
チ
ー
フ
タ
ン
ズ
と
初
コ
ラ
ボ
、
元
ち
と
せ
の
抑
揚

の
効
い
た
歌
声
が
会
場
に
響
く
。
過
去
ザ
・
チ
ー
フ
タ
ン

ズ
と
共
演
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
は
、
ポ
ー
ル
・
マ
ッ
カ

ト
ニ
ー
、
ヴ
ァ
ン
・
モ
リ
ソ
ン
、
ロ
ー
ロ
ン
グ
・
ス
ト
ー

ン
ズ
等
で
錚
々
た
る
顔
ぶ
れ
。
日
本
人
と
し
て
は
セ
ッ
シ
ョ

ン
初
、
元
ち
と
せ
が
ダ
ブ
リ
ン
の
ウ
イ
ン
ド
ミ
ル
レ
ー
ン

採
録
の
「Si

ui
l
A
Ru
n(

シ
ュ
ー
ラ
ル
ー)

」
は
、
耳
新
し

く
正
に
奄
美
の
島
唄
と
愛
蘭
伝
統
民
謡
曲
の
見
事
な
出
会

い
を
堪
能
。
伴
奏
に
、
元
ち
と
せ
の
デ
ビ
ユ
ー
当
時
か
ら

楽
曲
を
提
供
し
た
と
い
う
、
ギ
タ
リ
ス
ト
が
加
わ
る
。

家
内
は
、
片
時
も
双
眼
鏡
を
手
放
さ
な
か
っ
た
。

最
後
は
凄
か
っ
た
。
ス
テ
ッ
プ
ダ
ン
ス
の
三
人
が
、
ス

テ
ー
ジ
か
ら
降
り
て
会
場
内
の
観
客
を
誘
い
、
手
を
つ
な

ぎ
踊
り
の
輪
が
次
第
に
拡
が
っ
て
い
く
。
一
体
化
し
た
群

舞
が
会
場
を
廻
り
、
今
度
は
ス
テ
ー
ジ
に
駆
け
登
っ
て
い

く
。
演
奏
者
と
観
客
が
一
体
に
な
っ
て
舞
台
上
は
、
正
に

日
本
・
愛
蘭
親
善
の
輪
が
花
開
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

休
憩
時
間
ビ
ッ
フ
ェ
に
、
沢
山
愛
蘭
人
が
屯
し
て
い
た
。

彼
ら
は
、
久
し
振
り
に
日
本
で
望
郷
の
音
色
を
感
受
し

た
で
あ
ろ
う
。
私
も
黒
い
ギ
ネ
ス
ビ
ー
ル
を
飲
ん
だ
。
後

日
自
宅
の
ネ
ッ
ト
検
索
で
、
映
画
「
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
」

の
哀
愁
を
帯
び
た
独
特
の
笛
の
音
や
船
倉
パ
ー
テ
ィ
の

曲
が
、
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
サ
ウ
ン
ド
で
あ
る
と
知
っ
た
。
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